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１．はじめに 

 平成 28 年度よりＮＩＥ実践指定校として、

本校では子どもが自ら学ぶ力(問題解決・情報

活用能力など)をつけるためのツールの一つと

して、新聞を活用している。 

 新型コロナウイルス感染拡大防止による臨時

休校により、６月１日から授業再開となったが、

本年度、各教科・活動で行った実践を報告する。 

 

 

２．学校としての取り組み 

（１）４年生以上を対象とした週末課題 

〈内容〉 

①視写･･･主に朝日小学生新聞｢天声子ども語｣を

書き写す。改行などの記述のきまりを守って、

15分の時間を設定して書く。 

②意見文・感想文･･･関心を持ってほしい記事の

中から、テーマや字数条件、自分の体験を交え

て等の条件の中で書く。 

③読み取り課題･･･朝日小学生新聞の記事から知

ってほしいこと、時事問題を選び、問題を作成

したものや、読売ワークシート通信。 

 

（２）図書館の取り組み 

①新聞のカラー部分を使って貼り絵したしおり

か、ブックカバーを図書館イベントの景品にし

た。 

②新聞週間に、新聞のカラー部分を使って貼り絵

した作品（希望者）コンクールをして掲示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③スクラップブックの設置･･･社会等で使えるよ

うな都道府県のデータが載った子ども新聞を図

書館司書がスクラップし、冊子にまとめて図書館

に設置した。 

※新聞の貼り絵しおり（他にも柿などを作った） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※スクラップブック 

 

自ら学ぶ授業づくり 

～学習のツールとしての新聞活用～ 

 中津市立山口小学校 教諭 中嶋 瑞貴  

 



 

 

※新聞が種類ごとに分けて置かれ、児童が休み

時間や授業時に読みたい記事を探して読める

環境作りがされている。 

学校の広い廊下を生かし、新聞は廊下の棚に

置かれている。子どもたちは廊下に新聞を大き

く広げ、スクラップしたり記事を比べたりしな

がら新聞に親しめている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実践事例 

(１)<国語> 

①「新聞を読もう」・｢言葉の意味が分かること｣ 

(５年) 

・新聞を読んで興味のある記事を見つける活動を

行った。その記事に関する自分の考えを書き、友

達の考えを聞いて考えを深めることができてい

た。最後に自分の考えや友達の考えを記事ととも

にまとめた。 

②「あなたはどう考える」（５年） 

・現在の社会をより良くするために必要か必要で

ないかの意見文を書き、読み合う活動を行った。

まず、新聞の投書を読み、「主張」、「根拠」とい

う部分に分けて線を引き、文章の構成を学習した。 

③「アップとルーズで伝える」（４年） 

・新聞の写真の中から、自分が 1枚選び、その写

真がアップの写真、ルーズの写真なのかを判断し、

その写真の効果について文に表す活動を行った。 

 

(２)〈算数〉 

〇「１００より大きい数」(２年) 

・新聞記事の中にある１００より大きな数を見て、

読む練習をした。 

 

(３)〈社会・生活科〉 

①「町のためにはたらく人」(２年) 

・地域の郵便局に行って分かったことや、資料を

使って学んだ郵便局の仕事について新聞にまと

める活動をした。 

新聞を書くまでの時間に、郵便局長さんの話や、

資料から見て分かったことをメモにまとめてお

き、自分が一番心に残ったことを２つ選んで新聞

にまとめた。 

新聞づくりは初めてだったため、教師が見本を

見せながら見出しから一緒に考え、思ったことだ

けでなく、分かったことを国語とも関連付け、文

末に気を付けながらまとめるよう指導した。 

 



 

 

 

 

 

※２年生：ゆうびん局新聞 

 

②「社会見学新聞」（３年） 

・社会見学で訪れた中津警察署で分かったことを

新聞にまとめた。 

一人一人が見出しを考え、分かったことや考え

たことを詳しくまとめることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３年生：社会見学新聞 

③「ごみのゆくえ」（４年） 

・食品ロスなどの新聞記事からごみがどのように

捨てられ、処分されているのかに興味を持たせ、

ごみ処理現場の学習へとつなげていった。 

 

(４)〈体育〉 

○「表現」（５年） 

・新聞 1枚になりきり、新聞の動きを体で表す活

動を行った。高学年だが恥ずかしがらずに大げさ

になりきる児童が多く、体を丸めたり、広げたり、

横になったりと体を大きく使って表現すること

ができた。 

 

(５)〈図工〉 

①「新聞となかよし」(２年) 

・新聞紙を折ったり、丸めたり、破ったりしてい

ろいろなものを作った。 

 大きな紙を折ったり、破いたりするのははじめ

ての経験だった。新聞独特の柔らかい感触を楽し

みながら丸めて遊んだり、筒状にして剣のように

して遊んだりと楽しい時間になった。 

 

②作品ばさみに利用した。（５年・３年） 

 

（６）〈総合的な学習の時間〉 

①「ミニトマトの養液栽培」（３年） 

・地域で行われているミニトマトの養液栽培に興

味を持ち、ビニールハウスの見学に行った。そこ 

で知ったことや見たことを新聞にまとめた。 

新聞を作る際は、本物の新聞を手本にしながら

自分の驚きや感動が伝わるよう、見出しを工夫す

るなど意欲を持って取り組むことができた。 

 

②「八面山新聞｣（４年） 

・地域の山で、中津市のシンボルでもある八面山

について調べ、分かったことを新聞にまとめた。 

山の伝説、観光スポットなど見出しや写真も使っ

てまとめ、本格的な新聞に仕上げることができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４年生：八面山新聞 

 

（７）その他 

①「新聞記事紹介」（放送委員会） 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、従

来の昼の放送（インタビューなど）ができず、

その代わりとして子どもたちが考えたのが「新

聞記事紹介」だった。 

気になる記事を見つけ、その内容を自分なり

にまとめて紹介した。時事ネタを紹介すること

もあれば昔の興味ある記事を紹介したことも

あった。 

「レジ袋有料化」の記事は、レジ袋が有料に

なる当日に紹介したり、「サザエさんのオープ

ニングに中津市の観光名所が紹介されている」

の記事は、オープニングが放送されてからしば

らくたって、「皆さん気づいていましたか」と

紹介したりするなど放送時期を工夫して放送

していた。 

 放送を聞いていた子どもたちも、知らない情

報を知ったり、その記事に興味をもつことがで

きた。 

②「切り抜き新聞グランプリに挑戦」（１年） 

・自分の好きな記事や写真を切り抜いて世界で

一つだけのオリジナル新聞を作った。日頃あま

り新聞に触れることが少ない子どもたちも、自

分のお気に入りの記事や写真を見つけるため

に、たくさんの新聞に触れ、家の新聞から、気

になる記事を見つけて切り抜いてくる子がい

るなど、生き生きと活動する姿が見られた。切

り抜き新聞を作りながら、子どもたちに、新聞

の題名や見出しについても説明した。 

※１年生：切り抜き新聞グランプリ 

 

４.おわりに 

 今年度は、新型コロナウイルスの影響で、多く

の学校行事や普段できていた学習の機会が減っ

てしまった。 

しかしそうした中でも、変わらず学校にいなが

ら最新の情報、地域の情報を手元に取ることがで

きるという新聞の良さを改めて確認することが

できた。また、委員会活動では、子どもたちが新

聞ならではの良さに気づき、自ら学びのツールと

して生かそうとすることができた。 

本校は今年度は、実践指定校として最終年度だ

が、これからも新聞が子どもたちの自ら学ぶ時の

ツールであり続けるよう、教職員で情報を共有し、

学習環境を整えていきたい。また、５年間の実践

成果を市・地域の学校に環流していきたい。 



 

１．はじめに  

本校は「自ら学び、自分の考えを進んで表現

できる子どもの育成」を研究テーマに掲げてい

る。そして～ＵＤ（ユニバーサルデザイン）と

ＮＩＥを取り入れた書く活動の工夫を通して

～を副主題としてＮＩＥを取り入れた実践に

全職員で取り組んできた。 

 日常的に取り組めるＮＩＥの在り方を探っ

たり、子どもたちが新聞に興味を持てるよう提

示の仕方を工夫したりすることで、子どもたち

も新聞に慣れ親しんできていると実感してい

る。以下に本年度の実践を紹介する。 

 

２．本年度の実践について 

①新聞に親しむ活動 

（ア） 新聞閲覧コーナー（１Ｆ東階段） 

子どもたちが登校し、毎日必ず目が行く場所

に大分合同新聞や毎日新聞（他４紙）計６紙の

新聞を並べ、いつでも読めるようにした。また

「今日のトップ記事」のコーナーを作り、その

日の知ってほしいニュースを掲示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）朝日小学生新聞コーナー 

⇒図書室内に設置。 

 

（ウ） 各学年のＮＩＥコーナーの充実 

 学年ごとにＮＩＥコーナーを設置し、取

り組んだワークシートや、各行事や体験活

動で学んだことを新聞にまとめたもの等を

掲示した。 

   また内容や更新する時期を各学年に適 

宜呼びかけ、最新で統一された掲示物とな 

  るよう心掛けた。  

 

 

 ※４・５・６年大分合同新聞ワークシー 

トより 

 

 

※４年生 「タイムスリップ新聞」 

１年間でできるようになったことや 

行事等を振り返って学んだこと等 

  

 

全校で取り組む楽しいＮＩＥ 

大分市立鶴崎小学校 教諭 坂本 透  

 



（エ）本校が取り上げられた新聞の掲示 

  ⇒校長室前 

 ・ＮＩＥ子ども会議・水害時の対応 

 ・ＮＩＥ授業の様子 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②新聞を使った取り組み・新聞づくり 

＜インプット活動＞ 

（ア）朝のＮＩＥタイムの実施（毎週金曜日朝） 

 低学年・・・新聞に親しむ活動 

       ＮＩＥワークシート 

       吹き出しバトル（ＧＸジュニア） 

 中学年・・・新聞切り抜き 

       ＮＩＥワークシート 

       吹き出しバトル 

 高学年・・・新聞切り抜き 

       ＮＩＥワークシート 

       吹き出しバトル 

 

 大分合同新聞社の新聞販売店のご協力によ

り本年度も多くの新聞と接することができた。 

「吹き出しバトル」は毎回入賞者が校内で発表

されることや、自分なりの発想で考え決定する

ことができることから、子どもたちは毎回楽し

みにして取り組んでいた。 

 

（イ）「おおいた切り抜き新聞グランプリ」へ 

の全校参加 

はじめは戸惑っていた低学年の子どもたち

もこつをつかむと新聞の記事を集めるのに夢

中になっていた。クラスによってはグループで

取り組んだクラスもあり、協力する楽しさやい

ろんなアイデアを持ち寄り工夫できることが

充実感や達成感へとつながっていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２年２組の切り抜き新聞グランプリの 

取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２年生の作品 

 

 

 

 

 

 

 



（ウ）新聞活用による「運動会スローガン」の

作成 

新聞のカラーの部分を用いてちぎり絵によ

る運動会スローガンを作成した。 

各クラスで文字を分担し、一人一人が確実に

参加できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）新聞の作成（新聞コンクールへの参加） 

 各学年の行事や体験活動後には、学んだこ

とをまとめ、新聞作成をした。 

 １年・・見学遠足のまとめ新聞づくり 

    （アフリカンサファリ） 

 ２年・・見学遠足新聞 

    （うみたまご・高崎山） 

 ３年・・鶴崎新聞 

    （つるさきのよいところ等） 

 ４年・・社会見学新聞 

     水辺の楽校新聞 

    （川の生きもの新聞や乙津川新聞等） 

 ５年・・田植え新聞 

     のつはる新聞 

 ６年・・修学旅行新聞 

  

 （※３年・５年・６年は学校新聞コンクー

ルへの出展） 

 

（オ）「ふるさと学習」において『鶴崎の魅力』

を発信 

   ⇒３階西階段 

本校は１４０年以上の歴史があり、周りに

は子どもたちが学ぶべき建物や行事があふ

れている。本年度は新型コロナウイルスの影

響により中止となったが「鶴崎踊り」もその

一つである。「地元つるさき」の魅力が伝わ

るよう代表的なお祭りについての記事を紹

介している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③校内研修との関わりについて 

 年度初めの研修時にＮＩＥの意義や取り

組みの具体を共通理解し、意思統一をした。

本校の学力の課題である「書く力」を養うた

め、与えられた文章を読み、条件に合う文章

を書くことを取り入れた。 

 

具体的な方法（毎月末の金曜日） 

（ア）ＮＩＥ担当が新聞記事を選び、各学年

に配布する。 

（イ）各学年の発達段階に応じて課題を決め

る。 

  例）要点を○○字以内にまとめる 

    理由を○○字以内で書く 

    記事を読んで感想を書く 

（ウ）ワークシートを作成し、金曜日のＮＩ

Ｅタイムで実施する。 

（エ）各担任が添削し、各学年のＮＩＥコー

ナーに掲示する。 

 

※作文用紙の使い方や文字数に気を付ける。 

※算数科の算数日記と並行しながら「書くこ

と」に慣れさせていく。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６年生ワークシート 

「平和」についての記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４年生ワークシート 

     「花火」についての記事 

 

３. おわりに 

 校舎の中のさまざまな場所に新聞があると

いうことは、新聞を身近に感じ、親しめるよう

になる大切な環境である。その場所に立ち止ま

り、記事や他の友だちが書いたものに目を通す

児童を見ると、とてもうれしく感じる。 

低学年の子どもたちは記事を読むことは難

しかったが、平仮名や写真から大体の内容を

把握しているようだった。 

ネット社会である今だからこそ、新聞に触

れさせ、そこから何かを学ばせることは子ど

もたちのこれからに大変意味を持つもので

ある。子どもたちの興味のある物や、掲示の

仕方を工夫し、引き続き新聞の良さを伝えて

いきたい。 

 また校内研究との関わりにおいて、ＮＩＥ

を取り入れたことによって、「書くこと」に

抵抗感を持たずに、進んで自分の考えを書け

る子が増えてきた。７年間のＮＩＥの取り組

みは確実に子どもたちの「書く力をはぐくむ

ための素地」となっている。 

 反省点としては各教科の授業においての

新聞活用があまりできなかったことである。

新聞を活用し授業を組み立てられるよう年

度当初に単元をピックアップしておかなけ

ればならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

１．はじめに 

本校では「『自主・協働 そして自立』する

生徒の育成」という学校教育目標を掲げ、「基

礎基本を身につけた生徒の育成」「自分の考え

を持ち表現する生徒の育成」「自ら課題を発見

し探求する生徒の育成」を重点目標としてい

る。その目標達成のための方策の一つとして、

ＮＩＥの推進を明示している。本年度も生徒

の実態や状況を踏まえ、より効果的かつ持続

的な取り組みを全教職員で意思統一し、実践

を重ねてきた。キーワードを「扉」とし、コ

ロナ禍であっても次の一歩を踏み出すことを

イメージした。 

 

２．実践内容（㋑㋺㋩…は写真） 

（１）全校「読得(とくとく＝造語)タイム」○イ 

①目的 

優れた文章に出合い、思考を深め、感性や 

判断力・思考力を磨く。 

②方法 

・月～木の全授業の終了後、20分間取組む。 

 ・学年ごとにスケジュールを組む。 

 《１年》10月まで読書。図書館で借りた本 

を読み、読破ページ数を記録する。 

11月以降、水曜日のみコラム学習。 

 《２年・３年》新聞コラム学習。※ 

・ワークシート（「読得シート」）は複数の新 

聞のコラムを取り上げ、手作りする。適宜、 

コラム以外の新聞記事も利用して作成する。 

・漢字の読みや辞書を使っての意味調べ、 

３色ボールペンを使った傍線引き、要約、 

題名つけ、意見文の短作文、書き写し等、 

  これまでのやり方に準じて実施。 

 

 

 

 

 

 ・全教職員で監督や必要な支援をする。 

・生徒会学習部の活動内容の中に生徒自身が

「『読得タイム』の充実」を掲げ、声掛けや優  

れた「読得シート」の紹介、掲示も行う。○ロ 

 ③効果 

・20分間、目的意識をもって臨み、読み書きの

ために大切な姿勢を維持することに慣れる。 

・週４回行うことで、生徒が自身の成長や取り 

組みの様子をメタ認知できる。 

・新聞記事に触れることで視野や知見を拡げる

ことにつながる。 

・テストでの記述問題の無解答率は極めて低く、 

記述に対する苦手意識が確実に小さくなる。 

※昨年度３学期より、竹田市教育委員会がコラ

ム学習のプロジェクトチームを設立。市内の

全中学校で３年生を対象に実施。チームリー

ダーの佐藤とメンバー１名が本校の担当者。 

 

（２）国語科の新たな「扉」 

①休校期間の学習材 

・３月から５月の大型連休中の家庭学習教材に、 

コラムの書き写しや記事の要約、意見の記述 

等をするＮＩＥ関連のプリントを作り、家庭 

訪問の度に回収し、点検。思いの外、好評。 

・学校再開後、授業で何点か紹介。１年生の国 

語教室開きでＮＩＥのオリエンテーションも

した。「扉」として実に効果的であった。 

②３年「写真俳句で句会をしよう！」○ハ 

・「俳句の可能性」（光村図書 国語３）の括り

に言語活動「俳句を創作しよう」がある。俳

句や川柳は入学時より折々取り組ませている

ので、今回は写真俳句に挑戦させた。流れは

以下の通り。 

継続的な新聞活用による確かな学力の定着 

～ＮＩＥという「扉」を全校で～ 

竹田市立緑ヶ丘中学校 教諭 佐藤 美登里  



《第１時》 

ⅰ）６月中旬、大分合同新聞の「教えてぶん

ぶん」で夏目漱石が大分を旅して詠んだ句

が、写真と共に紹介されていることを知る。 

 ⅱ）６月 12日（金）大分合同新聞の紙面を 

紹介。（原田記者の記事と写真で「美しい水 

のカーテン」の見出しと写真で、改修工事 

中の白水ダムが紹介されていた。原田記者 

の了承も得て実践。）その写真を素材に、各 

自で俳句を創作する。 

《第２時》 

 ⅲ）学級句会 

 ・佐藤が読み上げて紹介。後、作品番号と作 

品のみを並べたプリントを配布。投票。結 

果待ちの間、感想交流に備え、ワークシー

トに記入。結果発表と振り返りで括る。 

 ※授業後、通路の掲示板に全作品を展示。原 

田記者ご本人とご家族の評も紹介。 

③１・２年「めくってみよう！新聞６紙」○ニ 

・６月の国語教科書教材１年「情報コラム」、同

２年「メディアと上手に付き合うために」の

発展学習として位置付け。 

・学年別に授業を一コマずつ。距離をとれる集

会室と廊下で実施。定位置に置いた６紙の記

事に目を通しながら、「良い」「疑問」「残念」

の３ポイントを各自、付箋に記す。最後に、

読み比べた感想を書いて交流。各紙の特長や

違いを実感させる契機となった。 

・付箋は全て掲示板に張り出して紹介。 

④１年「ウエルカム・ボードを作ろう！」○ホ 

・昨年度、現２年生の作成したボードを見本に、 

６紙の記事や広告を活用して作成。新聞は１ 

週間以内のものを準備。いろいろな記事や広

告、写真が自然に目に入り、新聞の一覧性に

気付き、感想交流も自然になされた。 

⑤３年「新聞の新聞を作ろう」○ヘ 

・前述②の実践で出た、後輩の素朴な疑問や感 

想も材料にして、一人一人が６紙のうち１ 

紙を取り上げ、その特性や魅力を新聞にまと 

めて紹介し合った。個性の光る作品が並んだ。 

⑥１年「やってみよう！つぶやきニュース」○ト 

・白鴎大学非常勤講師でＮＩＥ教育コンサルタ

ントの渡邉裕子先生が広めていらっしゃる

「つぶやきＮＥＷＳ」をアレンジして実践。

竹田市教育研究会中学国語部会の授業研究を

兼ねた。 

・授業の流れは以下の通り。文字言語とマスク 

越しの表情（特にアイコンタクト）での交流。 

ⅰ）めあて・課題・学習の流れの確認 

 めあて「やってみよう！『つぶやきニュース』」 

 課題「どんな良いことがあるか」 

ⅱ）「つぶやきニュース」に挑戦 

□紹介タイム（1人 1分）…籤（くじ）で決め

たテーマに沿って各自が選んだ新聞記事一

つを班で紹介し合う。 

□台紙作り…各班１枚の模造紙を準備。真ん中

にタイトルと日付を入れて、新聞記事を貼

り、各自のコメントを書く。 

□つぶやきタイム…班員が互いの書き込みに

「つぶやき」を足していく。 

□わいわいタイム…他の班を回り、「つぶやき」

を書き足す。 

□プレゼンタイム…自分の班に戻り、自分への

書き込みを読み、再考し、自分の言葉であ

らためて考えたことを班内で交流。 

ⅲ）まとめと振り返り 

□課題のまとめとして、エックス・チャートに 

キーワードを並べ、全体で交流する。 

□振り返りとして、やってみてどうだったかを

書き、交流する。 

（３）２年道徳・総合的な学習の時間の「扉」 

①道徳「行動する建築家 坂茂さんに学ぶ」○チ 

・10月、道徳の教科書教材からの発展学習。 

・世界的建築家の坂茂さんに関する八つの新聞 

記事を各班が一つずつ担当して読み、それぞ 

れの記事から伝わる坂茂さんの人物像をクラ 



ゲチャートにまとめ、読み取った事実を交流 

した後、自分の今後の生き方や進路・職業選 

択で参考にしたいこと等を個人で考え、全体 

の場で発表。 

②総合的な学習の時間「荻のキラキラした大人 

新聞」（オリジナル個人新聞作成）○リ 

・コロナ禍のため、生徒が楽しみにしていた職 

場体験学習が中止になったが、地元の魅力的 

な大人の存在や勤労の意義などについての思 

いを深める「扉」として、11月に実施。 

・自分の周りの魅力的な大人１人にフォーカス 

して、質問する内容を整理し、アポを取り、 

取り組みの目的や見通しを理解していただい

た上で、写真撮影の許可も得て、インタビュ

ーに個人で出向いた。２学期末ＰＴＡ授業参

観で個人新聞として完成させたものを、１人

３分間でプレゼンした。生徒が相互に温もり

と感動を伝え合う時間となった。参観した保

護者からも「とても素敵でした」「感動しま

した」「私達だけで聴くのがもったいな過ぎ

ます」等の嬉しい声と笑顔が寄せられた。生

徒も緊張しつつ、互いの良さを再発見する好

機にもなり、「面白かった」「楽しかった」「ま

た、やりたい」と言っていた。 

（４）「ＮＩＥコーナー」という「扉」 

・毎日更新する「新聞立ち読み場」は生徒玄関、

普通教室前廊下、踊り場等に常設。冬場はホ

ームルームに１紙ずつ、当日の新聞を配置し、

すぐ読める環境を調えた。 

・「ＮＩＥ掲示板」に毎日更新する「１面読み比

べ」の他、「竹田・荻のニュース」「高校受験

生のページ」「（読得シート）関連記事」「安全・

防災コーナー」の常設も継続。 

・特別教室棟の通路に「広告ギャラリー○ヌ」を

新設。休校期間からしばらくは新聞広告が激   

減したが、コロナ禍ならではの広告が増えた 

り、日常を明るくしようとするものが徐々に 

出てきたりする様子が時系列で確認できて、 

世相を反映していることにも気付く場になっ

た。 

（５）その他 

・全教職員が道徳や平和授業でも適宜、新聞記 

事を活用している。 

・ＮＩＥ実践指定校ならではの校内環境は、保

護者や来校者に驚かれ、感心される。 

・「新聞配達に関するエッセーコンテスト」「い

っしょに読もう！新聞コンクール」「県学校

新聞コンクール」「おおいた切り抜き新聞グ

ランプリ」等に全校生徒で挑戦。各賞を受賞

し、生徒は自信を増している。 

 

３．成果と課題 

・学期末や学年末の生徒アンケートで、読解

力と表現力の向上について肯定的な回答をす

る生徒は全校平均で 80.1％、３年生で 90.0％

いる。学年初めの数値から時を追って伸び続

けている。アンケートの結果は全て、国語通

信で紹介している。（○ル）記述の回答も生徒の

表記そのままで全て掲載している。「いろいろ

な新聞を読むと、比べられるし、新聞社の工

夫も分かってくる。読解力が上がって、勉強

になる」（１年）「速く読めて理解できるよう

になった。記述がすらすら書けるようになっ

た。テストの成果につながっている」（２年）

「読得タイムの効果はすごい。あって良かっ

た。読解力の伸びがすごいので続けたい」（３

年）という生徒の声が何よりうれしい。また、

保護者や地域の方々からのご声援も頻繁に頂

いていて、私達の大きなエネルギーとなって

いる。 

・小規模校ながら本年度も、作文、弁論、詩、

短歌、標語等のコンクールで数多くの入賞者

が出たことも、成果の一つであり、生徒たち

に大きな自信をつけさせることにもなった。 

・実践指定校３年目となった本年度は、これ

までに経験したことのない状況で始まった。



時間の余裕はなかったし、割愛せざるをえな

いものも多々あった。それでも、全校挙げて

のＮＩＥに管理職はじめ全教職員が理解と努

力を重ねた。生徒のためにという情熱とチー

ムワークの良さを一層感じた。これからも楽

しみながら、「扉」を開け、挑戦を続けていこ

うと強く思う。 
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１．はじめに 

本校は、「社会の出来事を知り、お互いに学

び合おう」を目標に、ＮＩＥの取り組みを始め

た。昨年度は、「新聞を身近なものにしよう」

をテーマに掲げ、「新聞記者による出前授業」

「切り抜き新聞シート」「朝の新聞タイム」「３

分間スピーチ」「修学旅行新聞」「新聞でバッグ

製作」「切り抜き新聞グランプリへの応募」「Ｎ

ＩＥアドバイザー（永松芳恵先生）による職員

研修」等に取り組んだ。これらの取り組みによ

り、それまでほとんど新聞を手にすることのな

かった生徒が、徐々に新聞に興味を示し始めて

きた。記事を読んで感想を書いたり発表したり

することに慣れただけでなく、その交流を通し

て友だちの興味のあることや考え方に触れら

れたことも楽しかったようである。 

２年目となる本年度は、昨年度の活動を継続

しながら、「深める」ことを目指して取り組み

を進めた。記事についての自分の考えを先輩や

友達に伝え、そこでの交流や意見交換をもとに

自分の考えを見つめ直させたいと考え、「発信

→交流→深める」をテーマに掲げた。 

 

２．実践内容 

①朝の新聞タイム 

毎週月曜日の朝 15分間を「朝の新聞タイム」

と設定し、６社の新聞を自由に選んで読む。 

 

      

 

 

 

 

 

 

②３分間スピーチ 

朝または帰りの学活で、自分が選んだ新聞

記事を紹介し、感想や意見を発表する時間を

設定。１年生は２学期から、２,３年生は昨年

からの取り組みを続けた。 

     

 

 

 

 

 

 

 

  

③新聞切り抜きシートの交流 

自分の興味関心のある記事を選び、１５０

字程度で感想や意見を書き、友達と交換し、

再度自分の意見を書く交流を初めて試みた。

（３年生と２年生の交流や３年生と１年生の

交流） 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○コロナに関連して使われている専門用語に片仮名

が多いのは不安を少なくさせるためという記事。 

（初めの意見）・聞いた人のとらえ方によって変わると

思うので一概には言えないと思う。 

（交換後の意見）・やはり捉え方はさまざまだが、コロ

ナに関しては、少しは不安があっあった方が良いので

故意に片仮名でなくてもてもよいと思う。 

   

   

 

社会の出来事を知り、お互いに学び合おう 

～「発信」→「交流」→「深める」～ 

日田市立戸山中学校 教諭 笹倉 直子  



 

④ＮＩＥ教室や掲示の充実 

教室には新聞を自由に閲覧できるように常

時準備し、廊下の掲示場所には新聞コンクール

や切り抜き新聞グランプリの応募作品などを

掲示。また、話題となっているタイムリーな記

事の掲示も試みた。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤８月６日の平和学習の取り組み 

１）中国新聞（広島）の番組欄（プロ野球）

に縦読みに隠れている平和へのメッセ

ージを利用 

２）大分合同新聞の「被爆 75 年 明日への

メッセージ」＜１＞＜４＞を利用 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥「いっしょに読もう！新聞コンクール」へ

の応募 

初めての応募に全校で取り組んだ。１学期に

取り組んだ「新聞切り抜きシートの交流」の経

験を活かし、自分の考えをさらに深めるために

取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦「切り抜き新聞グランプリ」への応募 

取り組み始めて３年目となる。記事を選んで

レイアウトし、感想や考えを書き、完成した新

聞をもとに交流した。この応募は指定を受ける

前からのもので、生徒が最も意欲的に取り組む

ものである。本年度は、完成した３年生の新聞

を１，２年生が読み、３年生へ感想の手紙を書

くという試みにも初めて取り組んだ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

          

 

 

 

A 君「何の記事を選んだ？」 

B 君「コロナの影響でどんなことが起きているか

集めているんだよ。航空業界の赤字は３５０

憶だよ。A 君は？」 

A 君「ＡＩを使ったバスケについて。好きな選手 

のシュートの確率やリバウンドの数がテレビ 

の画面に出てきて楽しく観戦できるよ。 

 

 

 

 

○中国では、性的少数者に対する偏見が根強いという

記事の 2 年生の感想。 

「日本ではドラマやドキュメンタリー番組で扱われた

るすることが最近よくあります。でも、まだまだ差

別されることもあります。私の子どもが、もし同性

を好きだと言ったら認めてあげたいと思っていま

す。多様性のある社会が住みやすいからです」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ＮＩＥと読書に関する通信「心のサプリメン

ト」の発行 

中学生に読んでもらいたい新聞記事、応募作

品、お薦めの本の紹介などを載せて、担当が月

に２回程度発行し、意欲関心を高めるための手

段の一つとした。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○コロナの影響を取り上げ、「コロナに負けない

ぞ」という気持ちを書いた 3 年生の新聞への感想

手紙。 

「タイトルの書き方にとても目をひかれました。

また、色使いから航空業界の危機感が伝わってき

ました。私は赤字ということは知っていましたが、

こんなにもひどいとは知りませんでした。こんな

苦しい時に、クーポン不正取得は許せませんね。

収束を願うばかりです」 

 

 

 

 

◇紹介した記事 

・「天声人語」～「幽霊の日」について（朝日新聞 ７.26）   

・「大分の妖怪」（大分合同新聞） 

・映画「浅田家」について（大分合同新聞 ９.29） 

・「鬼滅」映画空前の熱狂（西日本新聞 10.28） 

・バレーマンガ『ハイキュー』完結（読売新聞 12.24） 

○それぞれの個性を大切にしながら一人一人

が安心して暮らせる社会について書いた 3 年

生の新聞への感想手紙。 

「カラフルという題名に驚きました。いろい

ろな色や線の太さなどをまねしたいです。バリ

アフリー化が進んでいるといわれている中で

ハンディを持っている人が事故にあったり苦

しんだりするのはおかしいですね。それぞれの

個性を生かせる世界になってほしいです」 

 

 

 

 

 



 

３．生徒の感想 

・ＮＩＥの活動をするまではあまり新聞を読

む機会がなかったけれど、読み始めてから

いろいろなことを知れてよかったです。（１，

２，３年） 

・新聞は字が多くて苦手だけれど、みんなが

どんな記事を選んでいるのか知ることがで

きて勉強になります。また、１年生や２年

生と交流して、自分の意見をどう思ってい

るのか知れて楽しかったです。そして、書

くことで仲良くなれるような気がするので

うれしいです。（３年） 

・「自分の知りたいこと」を新聞でとことん調

べたいと思いました。（３年） 

・最近ニュースをよく見るようになりました。

新聞を読んでいるせいだと思います。家でも

読みたいと思うようになりました。（１，２

年） 

・「面白い」「分かりやすい」と思ってもらえる

感想や意見を書きたいです。２，３年生の感

想はとても面白くて楽しかったです。（１年） 

・先輩が自分の感想をどう思っているのかを知

ることができるし、アドバイスなどがとても

うれしいです。（１，２年） 

・「切り抜き新聞グランプリ」の新聞作りは、

初めてで心配でしたが、レイアウトや色を付

けていき、どんどん完成に近づいて、出来上

がった時はとてもうれしかったです。（１年） 

・先輩の「切り抜き新聞」はとてもきれいで

驚きました。選んだ記事も私の気が付かな

いことがたくさんあってすごいなと思いま

した。（１年） 

・昨年の「切り抜き新聞」よりは丁寧にできた

と思います。来年のためにたくさん新聞を読

んでおきたいです。（２年） 

・難しい言葉が多いのでよく分からないところ

があります。少し苦手です。（１年） 

・３分間スピーチの準備をするのがとても大

変です。どうまとめたらいいのか難しいで

す。（１年） 

 

４．成果と課題 

初めて取り組んだ、「新聞切り抜きシート

の交流」（１学期）や「いっしょに読もう！

新聞コンクール」（２学期）への応募は、自

分の感想や意見をうまく伝え合うことがで

きるのか少し不安があったものの、多くの

生徒が意欲的に活動に取り組み、意見交流

することを楽しんでいたようである。新聞

の活用を「楽しい」と感じていたことが何

よりもうれしい。 

生徒の書いた考えや感想から、ＮＩＥの

活動を通して次のようなことを考えたり、

感じたりしていたと思われる。 

○自分の感想や考えを先輩や友達に読んで

もらえること、そして、共感してもらえ

ることをうれしく感じている。 

○人の意見をもとにして、自分の考えを見

つめ直したり深めたりしている。 

○人の感じ方や考え方に触れ、互いの心の

つながりの効果も現れている。 

本年度目指した、「発信」→「交流」→「深

める」のテーマに迫る、多くの成果があっ

たと受け止めている。 

また、毎日の「３分間スピーチ」の継続

は、新聞への興味関心が高まっただけでな

く、本校の生徒が最も苦手とする表現力を

高めることにも大きな力となった。これか

らも、このような日常の取り組みを大切に

していけば、思考力・理解力・表現力の向

上も期待できると思われる。 

今後は、授業や学級活動の中で、一つの

記事をみんなで一緒に読み深めていくこと

を試みたいと考えている。そうすれば、お

互いに学び合う中で、人による受け取り方

の違いや新聞の読み方を学び、今以上に新

聞を読むことに興味を持つだろう。 

 

                     

                      

  



１．はじめに 

本校の学校教育目標は「ふるさとを愛し、自

ら学び、心豊かで実践力のあるたくましい生徒

の育成」である。ここでの「実践力」とは、「社

会における実践力」である。本校では、生徒と

社会をつなぐものとして「新聞」が有用である

と考え、ＮＩＥ実践指定校の２年目を迎えた。   

２０２１年の学習指導要領の全面実施に向け

て、「社会に開かれた教育課程」の実現が求めら

れている。学校教育を通じてより良い社会を創

るという目標を社会全体で共有すること。そし

て、社会と連携・協働しながら、未来のつくり

手となるために必要な資質や能力を育成するこ

とが、学校現場に求められている。教科書の改

定も行われ、新しい学び方を意識した内容にな

ることが予想されるが、どうしても教科書だけ

では真の意味で「社会に開かれた教育課程」に

近づく限界があると感じている。そこで、本校

では、本年度からＮＩＥの取り組みに、ＳＤＧ

ｓの視点を取り入れ、新学習指導要領に対応で

きるこれからの教育の模索を行ってきた。 

 

２．学校としての取り組み 

教育課程（教科・領域）において新聞を利用

できそうな内容にＮマークを記入し、活用を意

識している。また、学校研究においても「導入」

や「まとめ」の場面での新聞記事の活用を意識

した授業づくりを行ってきた。新型コロナウイ

ルスによる臨時休校の影響もあり、教育課程の

遅れを取り戻さないといけない１年であったが、

各教科や総合、学活の時間を用いて、新聞を活

用した授業を行うことができた。 

 

（１）ＮＩＥ及びＳＤＧｓ研修（全職員） 

臨時休校中に、ＮＩＥアドバイザーである校

長による研修とＳＤＧｓの視点を取り入れたＮ

ＩＥの在り方について研修を行った。 

スライドを用いながら、新学習指導要領とＮ

ＩＥの関連や、ＳＤＧｓが掲げる 17の目標につ

いて理解を深めることができた。研修の最後に

は、実際に新聞から 17目標に関連する記事を探

す活動を行った。このＳＤＧｓの視点で新聞を

読むことにより、あらためて日本や世界の出来

事に関心を持つことができた。 

 

＊17目標に関連する記事を掲示するコーナー 

 

（２）いっしょに読もう！新聞コンクール（全

学年） 

全学年でＳＤＧｓの授業を行い、17目標に関

する記事を選び、それに対する自分の考えを友

達の意見を交えながら表現する活動を行った。

最初は、どの記事がどの番号の目標に関連する

のか分類することが難しそうだったが、目標の

詳細を示した資料を何度も見ながら、自分の気

になる記事について意見を書くことができた。

最後に、写真に掲載されているように、マーク

自ら学び、みんなで学び、社会とつながるＮＩＥ 

～ＳＤＧｓの学習を通して～ 

大分市立戸次中学校 教諭 小野 友祐  



を手書きし、持続可能な開発目標との関連性も

示した（学校奨励賞受賞）。 

 

＊マークを書き込んだ生徒の作品 

 

＜生徒の作品＞ 

２０２０年８月 27日付朝日新聞朝刊掲載の

『ポリオ・アフリカで根絶』という記事を選び、

ＳＤＧｓの３番「すべての人に健康と福祉を」

と関連付けて以下のように自分の考えをまとめ

た。世界には知らない病気がある。私たちもコ

ロナウイルスという未知の病気と闘っている。

大切なことは「正しく恐れる」ことや「相手の

立場に立って考えて行動する」こと。正しい知

識をもって行動し、いつかこの記事のように病

気がなくなることを願っている。 

 

（３）平和授業の取り組み（全学年） 

ＳＤＧｓ16番「平和と公正をすべての人に」

という視点から、新聞を用いて平和授業を行っ

てきた。12月の授業実践では、全校で「核兵器

禁止条約 50カ国・地域が批准」という記事と「Ｗ

ＦＰがノーベル平和賞を受賞」という記事を用

いて、本当の意味での平和な社会とは何かにつ

いて議論をさせた。 

 

＜生徒の感想＞ 

・僕は飢餓のない世界が平和だと思った。禁止

条約は良いことだけど、今世界にある全ての核

兵器を無くすには時間がかかる。そうしている

間にも、ご飯が食べられずに死んでしまう人が

いるから。 

・私は核兵器がない世界が平和だと思う。この

核兵器に使っているお金を、飢餓で苦しむ人に

使ってあげれば、どちらの問題も解決すると思

ったから。 

 

＊授業の資料として利用した新聞記事 

 

（４）切り抜き新聞コンクール（１・２年） 

気になる記事を集めて台紙に貼り、自分たち

の伝えたいことを書き込み、オリジナルの新聞

を作成する活動を行った。本年度は、より対話

的に社会事象について考えながら活動してほし

いという願いもあり、班で協力して作品作りを

行った。また、学年ごとにテーマを設定するこ

とで、統一感のある作品作りを意識した。 

 

＊関連する記事を班で吟味している１年生 

 

＜１年生＞  テーマ＝ＳＤＧｓ 

・米国の差別と分断の問題     （目標 10番） 

・九州豪雨による災害／復興   （目標 13番） 

・インターネットと新しい時代 （目標 09番） 

・大分県の福祉政策           （目標 03番） 



＜２年生＞ コロナと●● 

・コロナと米国  ・コロナと医療 

・コロナとマスク ・コロナとワクチン など 

 

本校では、掲示や記事の抜き取りをした後の

残りの新聞も含めて、昨年の３月からの新聞を

全て保管している。そのため、今回切り抜き新

聞をするに当たっても、いろんな時期の新聞か

らテーマに沿った記事を探すことができた。例

えば、「コロナとイベント」という切り抜き新聞

では、「成人式」「五輪延期」「花火大会」「クリ

スマス」など多種多様な記事を新聞から集める

ことができた。膨大な数の新聞から記事を見つ

けることは大変だが、生徒たちは新聞をめくり

ながら、この１年間の出来事を振り返り、工夫

して作業に取り組む様子が見られた。 

 

＜生徒の作品に書かれた感想＞ 

・記事を読んで、思った以上に黒人の方への差

別がひどいことが分かった。 

・医療従事者の方は、強い使命感を持って闘っ

ていることが分かった。  

 

（５）文化発表会 

感染症対策により、合唱やステージ企画が制

限された中、ＮＩＥの視点から展示物を中心に、

文化発表会の取り組みを行った。 

 

１年生 新聞アート 

学級ごとに、テーマに沿った記事を収集し、

オリジナルのクリスマスツリーを作成した。い

ろいろな時期の見出しを切り取り、飾り付ける

ことで、１年間に起きた出来事を思い返せるよ

うな工夫をした。また、雪だるまやトナカイな

どの立体物の製作も行った。 

＜各クラスのテーマ＞ 

１組：スポーツと動物 ２組：ＳＤＧｓ（環境） 

３組：コロナと政治 

 

 

＊左：ツリー 右上：トナカイ 右下：ちぎり文字 

 

２年生 修学旅行新聞（コンクール：入選） 

２年生は事前に、大分合同新聞社の記者の方

に講師として来ていただき、見出しの付け方や

挿絵、写真の位置などのレイアウトのポイント

について学び、新聞作成に臨んだ。昨年取り組

んだ、宿泊体験学習の新聞よりもさまざまな工

夫が見られ、上達が感じられた。 

 

 

３年生 平和切り抜き新聞 

核兵器廃絶や被爆者の声など、平和に関する

記事を集めて、「被爆者の方の話を聴けなくなる

日が近づいている。早く核兵器廃絶の方法を考

えなければならない」など、それぞれの平和へ

の願いを文字に展示作品を作った。 

 

 

 

 



全学年 音楽新聞（コンクール：奨励賞） 

合唱の活動ができなかった音楽科の授業では、

音色・リズム・速度・メロディーなど音楽を形

作っている要素に注目して、「お薦めの曲新聞」

を作成し、授業の中でプレゼンを行った。 

＜生徒の紹介文＞嵐の楽曲を紹介。「切なくも明

るいメロディー、くじけそうな時でも不思議と

前向きになれる」と曲の魅力を紹介している。 

 

（６）社会科授業（３年生） 

４紙の新聞から、これからの日本のエネルギ

ー政策について考える授業を行った。扱った記

事は以下の４種類である。（ＳＤＧｓ７番と関連） 

・Ａ紙…政府は、原発の再稼働は欠かせない 

・Ｂ紙…世界の再生エネの発電量が原発超す 

・Ｃ紙…原発事故２審も国に責任 

・Ｄ紙…川内原発、対テロ施設完成 

地球温暖化やエネルギー問題について知識は

あったが、リアルタイムでの政府や世界の動き

については学習してこなかった。あらためて新

聞を比較すると、「原発利用は発電コストが低く、

ＣＯ２の排出もない」と伝えている記事もあれ

ば、「再生エネルギーの発電コストは１ｋｗ時あ

たりで考えると、圧倒的に原発と比べて低い」

と書かれている記事もあり、生徒も記事を読み

ながら真実は何か判断し、日本の未来について

考えを深めることができた。 

＜生徒の感想＞ 

・一般の人にはコストはあまり関係ないと思っ

た。どちらのエネルギーを利用するにしても安

全が第一だと思う。 

・世界が一つの方向に向けて動き出している。

先進国である日本も協調して同じ方向に進んで

いくべきだと思う。 

 

（７）理科授業（３年生） 

 「地球の明るい未来のために（自然・人間・

科学技術）」という単元において、２月 10日に

研究授業を行う予定である。14時間の単元設定

の中で以下の学習を行う。 

①ＳＤＧｓに関連する記事を見つけ、マークの

シールを貼り、分類していく。 

②理科と関連する記事を選び、インターネット

や新聞を利用して情報を収集する。 

③記事に対する意見や課題を班で考え、他の班

から意見をもらう。 

④③の活動で得た意見を解決するために、再度

情報収集を行う。 

⑤全体にプレゼンを行う。 

この授業は、ＳＤＧｓと新学習指導要領で掲

げられている「主体的・対話的で深い学び」の

プロセスに沿って行われており、本校の来年度

からのＮＩＥの授業の方向性を示すものとなっ

ている。 

 

（８）その他の教科や日常の取り組み 

美術科…新聞と自画像の取り組み 

防 災…九州豪雨の記事から防災マップを作成 

掲 示…６紙の１面掲示 

学 活…気になる記事の紹介（帰りの会） 

朝学習…ＮＩＥワークシート（合同・読売） 

研 修…新聞記事を用いた職員研修 

図書館…ＳＤＧｓの本の特集 

 

３．成果と課題 

本年度は、ＳＤＧｓの取り組みに視点を置い

てＮＩＥの活動を行ってきた。聞き慣れない言

葉で、最初は戸惑うこともあったが、活動をす

るにつれて、自分たちで新聞を分類できるよう

になった。来年度は、生徒会活動と新聞活用の

関連を意識して、日常的に生徒が主体的になっ

て取り組むＮＩＥを目指し、活動をしてきいき

たい。また、各教科の授業での新聞活用の充実

を目指し、新学習指導要領が目指す新しい教育

の実現にとって、新聞活用が有効であるという

ことを実証していきたい。 



どう楽しむか？ 

大分県立別府翔青高等学校 教諭 坂口 智子 

１．はじめに 

  本校は、グローバルコミュニケーション 

科（ＧＣ科）・普通科・商業科の３科からな

る高校である。 

「社会への興味・関心」を養うという目標 

のもと、当初は朝読書の時間を利用して、毎

月２回「朝ＮＩＥ」を全体での取り組みとし

て実施してきた。しかし、学校全体でこれま

での活動を見直していく流れの中で、昨年度

からは「朝ＮＩＥ」の取り組みをやめること

となった。また、それまで探究学習や図書館

を利用した授業などと協力する形で計画を

立てて取り組んできたことが、時間の確保や

進度の関係、諸事情により計画通りに進める

ことが困難になってきた。 

 現在は、ＮＩＥの取り組みとしては、全体

的な計画に基づいた活動は行っておらず、分

掌、教科や個人それぞれで新聞を活用した取

り組みを行っている。 

  

２．取り組みの状況 

（１）「探究学習」の取り組み 

 1年（ＧＣ・普通科）２学期  

スピーチコンテストへの取り組み 

ねらい（ＧＣ科） 

①自分が興味関心を持つ分野において、社会

が抱える問題に目を向けさせ、進路意識を高

める。 

②地域や国、国際社会に深く関心を持ち、知

識を深め、社会問題に対して意見を持つきっ

かけとする。 

ねらい（普通科） 

①書かれている情報を読み取り、分析や考察

ができる力を身に付けさせる。 

②スピーチを通して、自分の考えを的確に分

かりやすく表現する力を育成する。 

 新聞の切り抜き速報等から生徒自身が関心

を持った記事を選び、原稿を起こし、記事の

紹介や自分の感想などを発表した。 

 

２年（商業科）１学期 

スピーチコンテストへの取り組み 

 ねらい 

①新聞記事の特徴を理解することができる。 

②興味のある記事を探し、分析するための方

法を理解することができる。 

 

２年（普通科）３学期  

個人研究のプレステップ 

ねらい 

生徒が研究したことを生かして小論文・面

接・志望理由書に役立て、自らの進路につい

て考えさせる。 

切り抜き速報や新聞、ニュースを積極的に

見ることで生徒個人の興味関心のあるテーマ

（仮）を設定させる。 

 

３年（普通科）１学期  

２年時のプレステップを受け、生徒自身の

進路を踏まえた上で、本テーマを設定、書籍

やインターネット、新聞を用いて情報収集し、

個人研究を進める。２学期に各クラスで個人

研究発表会。 

 

１年と３年については、２月の探究学習全

体発表会で代表が発表する予定である。 

 

（２）図書委員の活動 

昨年度からの継続で、図書委員に、新聞記

事を選んでコメントを書いてもらって掲示し

ている。前期は３年生２人。後期は各学年か

ら１人計３人で取り組んでいる。昨年度は昼



休みに集めて行っていたが、本年度は週に１

回各自に任せて実施した。熱心に取り組んで

くれる生徒がいて、カラーペンなども使って、

工夫して書いてくれていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）その他（個人での取り組み） 

計画的に、ＮＩＥの活動として取り組んだ

ものではないが、授業やその他の場面で、新

聞を活用し生徒に社会の課題について考えさ

せようと実践したものの一部を紹介する。 

現社 長期休

業の課

題、他

随時 

２

年 

興味のある記事を選び

意見を書く 

指導を受けたのちまと

めなおす 

生物 １学期   ２

年 

 

生物や環境関連で興味

のある記事を選び意見

を書く 

 ３

年 

紹介された記事につい

て意見を述べる（６回程

度） 

英語 １学期 ３

年 

ＳＤＧｓについて記事

や本で調べる 

ＨＲ 随時 ３

年 

当番を決めて、その生徒

が選んだ記事をクラス

で紹介する 

 

（４）自分自身の試みとして 

○新聞記事のまとめ（選択 国語表現） 

 ５Ｗ１Ｈやその記事が最も伝えたいこと

など、こちらが指定した記事からまとめる。 

○新聞の切り抜き（選択 国語表現） 

 ４人一組のグループで、各自選んだ記事を

持ち寄り、模造紙１枚にまとめる。グループ

ごとに発表する。  

 模造紙のスペースを持て余している様子

だったので、普通の新聞と同じように広告や

４コマ漫画を自分たちで考えていいと指示

した。こちらの想像以上にイラストが多く、

意見をもっと書くように指導すべきだった

と反省した。しかし、発表で、ある生徒が「新

聞は字が多すぎて彩りも少ないので、絵を多

く、色を多く使って見やすくした」と述べて

いたので、それなりの理由があったと納得し

たし、生徒の新聞に対するイメージを少し知

ることができたようにも思った。 

生徒の感想はおおむね肯定的であった。 

・いろんなジャンルの記事、考えたことのな       

い内容に触れられて、興味深かった。 

・自分の意見をしっかり持つことができた 

・社会情勢についてしっかり知っていきたい、   

新聞を読んでみようと思った。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ひと欄」を参考に 

・古典「無名草子」「清少納言」と「紫式部」

を、「ひと欄」の形式を借りて紹介。 

・選択国語表現で、本の登場人物を紹介。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 選択授業の方では、実際の「ひと欄」の記

事を読ませ、インタビューの質問を考えさせ

る作業も行った。制作にあたり、質問を考え

たり、答える形で表現したりすることに苦労

していたが、「内容をしっかり読むことがで

きた」という反応があった。 

○新聞記事ふうに（古典） 

 「背水の陣」を新聞記事ふうに書いてみる。 

 

 

 

 

 

 

 

３．環境整備 

（１）図書館 

昨年度からの継続で入り口にホワイトボ

ードを置き、「今週の新聞記事」として曜日

ごとの主な見出しを書き出している。入室し

てすぐの所に新聞を配架し、生徒が手に取り

やすいようにしている。また、もともと学校

で取っている新聞の古い日付のものを、図書

館に置かせてもらうことにし、より多くの種

類の新聞に生徒が触れることができるよう

にしている。本年度は、休み時間に新聞を見

に来る生徒がいる。 

 

（２）新聞閲覧スペース 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 無料提供期間中は４日分の新聞（２紙）

を並べて配架している。後ろ側の掲示板の

右側には、「今日の１面何やった？」と題し

て、当日の 1面のコピー（大分合同新聞と

毎日新聞）を掲示。中央部には、図書委員

の選んだ記事及びコメントと、読売新聞の 



5.8% 

3.5% 

10.4% 

80.4% 

7.3% 

4.1% 

9.0% 

79.5% 

4：毎日～週5日 

3：週5日～週3日 

2：週３日～週1日 

1：全く読まない 

どのくらい新聞を読んでいますか 

系列2 系列1 

「18歳の１票」を掲示。「18歳の１票」は、

掲示を終えたものからテーマごとにとじて、

新聞と共に置いている。「ＳＤＧｓ」のテーマ

の時には、ちょうど授業で扱っていた時期と

重なったこともあって借りにきた生徒がいた。 

 本年度は、新聞を時々見に来る生徒がいた。

受験のころには、掲示を終えた新聞が欲しい

と取りに来た生徒もいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、今年度は商業科の教室近くの掲示板 

に、当日の大分合同新聞の経済面をコピーし 

て掲示している。閲覧スペースは、商業科教 

室から遠いので、近い場所に何かきっかけに 

なるものがあれば、というクラス担任の要望

を受けたものである。 

 

４．まとめにかえて 

新聞についての生徒の反応  

生徒アンケートの結果は、右の表の通り。 

系列１  7 月 10 日集計 781 人回答 

系列２ 11 月 19 日集計 753 人回答 

「新聞を毎日～週５日読む」という生徒は、

昨年度の 1 月集計の 10.8％から大きく数字を

落としている。原因は正直なところ分からな

い。 

 

選択国語表現（３年 20 人）で、新聞につ

いての印象を聞いてみたところ、 

・知りたいこと、探していることがどこにあ

るのか分からない 

・分量が多くて読み取るのが難しい 

・難しい表現を分かりやすくまとめるのに苦

労した 

・世の中の出来事を知るのに必要 

・知らないことを見つけた時は楽しい 

・意外なことが書いてあって楽しかった 

・見比べてみると記事の内容が異なり、さま

ざまな意見を知ることができた…等であった。 

また、コロナ関連や受験に備えて、新聞を

読む機会が増えたかどうかについても、「イン

ターネットで見ることが多いので変わらない」

というのが大半だった。 

読む機会があれば、それなりに楽しめるが、

自分から進んで読むということには苦手意識

が強いのかと思う。 

 今回、自分自身の授業の中で、少し試みる

ことができ、「難しい」と言いながらも、真剣

に、楽しんで取り組んでいる印象を受けた。 

 自分たちで、記事を探したり、実際に新聞

を作ってみたりすることは楽しいようで、生

徒会や委員会で工夫して広報を作っていると

ころもある。楽しんで新聞に関わる機会をど

う増やしていけるのかが課題である。 



１. はじめに 

本校は本年度、ＮＩＥ実践指定校４年目とな

った。本校におけるＮＩＥの取り組みは、総合

的な探求の時間で行われており、年度当初に希

望を取る形で選択されている。本年度は、１年

生 10人、２年生９人の計 19人で進めてきた。 

スタート当初、新聞に関するアンケートを取

ったところ、新聞を購読している家庭が２割に

も満たなかったため、本年度は新聞という媒体

の持つ情報の信憑性や違いなどを感じ、新聞に

親しみを持ってもらうことを中心に据えて、Ｎ

ＩＥの実践を行ってきた。 

 

２. 学校としての取り組み 

 学校内での取り組みとしては 

① 大分合同新聞、朝日新聞、毎日新聞、読売

新聞、西日本新聞、日本経済新聞を一定期

間購読し、「ＮＩＥコーナー」を設け、生徒

誰もが閲覧できる環境を整えた。 

② 総合的な探求の時間でのＮＩＥエリアにお

いて、各社の新聞に親しむとともに、紙面

の構成や記事の比較など、新聞を細かく「見」

て「学」び、最終的に自分たちで「創（つ

く）」る活動を行った。 

 

年間の指導計画 

１） 新聞を「見る」 

２） 新聞を「読む」 

３） 新聞を「比べる」 

４） 新聞を「創る」 

①情報を得る 

②情報を伝える 

３. 実践事例 

【総合的な探求の時間 

１，２年生ＮＩＥエリア】 

1学期の取り組み 

（１）ＮＩＥについて知ろう（1時間） 

0段階としてＮＩＥの取り組みを始める前に

新聞に関するアンケートを行い、新聞に触れて

いない生徒も見られたので、まずは、ＮＩＥに

関する説明を行った。 

 内容は以下の通りである。 

① ＮＩＥとは何か？ 

② 各種メディアの特性 

③ 新聞の違い 

 

（２）新聞を読んで書いてみよう！ 

第 1段階 

～記事選び 

学校で定期購読できる新聞６紙を約１週間分

用意し、各自その中から気になった記事を選び、

簡単な理由とともにワークシートに記入してい

くことから始めた。 

 

～新聞の構成 

他の記事や４コマ漫画、広告、コラムなど、

さまざまな要素で新聞が構成されていることを

確認した。 

 

～記事を「読む」 

コラムの感想を書くという作業を行い、新聞

を「見る」こと、「読む」ことを行った。 

 

 

新聞から社会を学ぶ 

～メディアリテラシーの確立を目指して～ 

別府溝部学園高等学校 教諭 堀井 忠大  



 

第２段階 

 第１段階を２回繰り返した後、一番気になっ

た記事を選んでおいてもらった。その上で次の

段階へと進んだ。 

 

 ～記事比べ 

 気になった記事が掲載されている日付を確認

し、その記事を異なる新聞で比較した。 

 実際に記事を切り抜いて比較することにより、

見出しや記事の長さなど目に見える形で比較し、

その後各新聞社による注目度や見解の相違を見

つけられるようにワークシートにまとめた。 

 

 ～読み比べ 

 ワークシートに貼り付けた記事を読み取り、

新聞社ごとの意見の違いを感じさせた。 

 表現の違いや意見の違いを読み取り、ワーク

シートに記入することで簡単にまとめさせた。 

 

 ～４コマ漫画の比較 

 ４コマ漫画を見て、伝えたいことやテーマを

考え、発表することを行った。ここでも各紙の

見解の違いなどを知ることができたようだが、

意外と苦戦していた。 

 

２学期の取り組み 

（３）各種メディアについて知る 

 前学期で新聞については触れてきたが、あら

ためてマスメディアについて確認した。 

取り上げたメディアは 

①新聞 

②テレビ 

③ラジオ 

④インターネット 

⑤本(雑誌) 

⑥そのほか（口コミなど） 

 

確認した内容 

～信憑性 

～即時性 

～見解、立場の相違 

 ～典拠価値 

 

 最もよく利用するメディアの確認を行ったと

ころ、多くの生徒がインターネットのみでの情

報収集をしていることがあらためて判明した。

そのため、各種メディアの違いを確認した上で、

新聞の持つ特性を確認させた。 

 

（４）新聞を「創（つく）る」 

  

 各種メディアの特性を理解した上で、 

「ＳＤＧｓ」について、調べ学習に入った。 

 「ＳＤＧｓ」の内容を説明し、項目を絞って

メディアの特性を考慮した上での調べ学習へと

進んだ。 

 本年度は「貧困」「食糧」問題に限定して、７

グループに分かれ、以下のように新聞を作成し

た。作成する際に 

①信頼が置けるデータを参照すること 

→複数のデータを照らし合わせることで信

頼性は上がる 

②複数の記事を読み、共通点を探ること 

③その上で自分たちなりの解決策を提示するこ

とを指示した。 

  

その上でできた新聞を以下に例示する。 

 

 

 

 

 

 

 



 「貧困問題」、特に日本における貧困問題に目

を向けたグループ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「貧困問題」を高齢化社会と結びつけて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「貧困」の解消に関する意見をまとめたグル

ープはさまざまなデータを探し出し、比較対照

することにより、自分たちの解決法を見出すこ

とができていた。 

「食糧問題」を調査したグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「食糧問題」について考察したグループは、

「フードロス」に関する記事を新聞で見つけて

気になったらしく、インターネット上の記事や

法律について、消費者庁のＨＰなども調査して

いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５）新聞を「公開」する 

 今後、作成した新聞（ポスター）を発表する

場を設ける予定である。 

 

４ 実践成果と課題 

 小学生の時から新聞に触れてきていると考え

ていたが、日常生活で触れる機会が少ないため、

「新聞」に対して苦手意識が生まれているよう

に感じられた。本校では学校で新聞が読めるコ

ーナーを設置しているが、あまり利用している

様子も見られない。コーナーの充実が今後の大

きな課題である。 

実際に、ＮＩＥに取り組んでいる生徒以外か

らも「もっと新聞に触れたい」という生徒の声

も聞かれた。 

自由に新聞に触れ、通常の授業においても新

聞を教材にすることが必要であることを感じさ

せられた。 

 



１．はじめに 

昨年度の担当から引き継いでＮＩＥの担当と

なり、どのような活動や授業を行おうかと考え

ている中で新型コロナウイルスの影響により、

休校を余儀なくされた。それからは Zoom朝礼や

YouTubeによる動画配信など、休校中の対応と

学習機会の確保に追われ、ＮＩＥについては計

画通りには実施できていないのが正直なところ

である。しかし、将来振り返れば歴史の転換点

となっているであろう現在において、新聞を通

して現在を、そして自分を見つめることのでき

るような授業を展開する必要性を痛感している。 

また、令和３年１月 16、17日に行われた初の

大学入学共通テストの国語では、試行調査で見

られたような実用的な文章は出題されなかった

ものの、複数のテキストを比較して読む問題が

出題された。他の教科においてもリテラシーの

重要性はより一層高まっており、新聞に親しみ、

新聞を活用する能力の育成を図りたい。 

これまでのＮＩＥの活動については、教員の

スキルによって大きく差があり、以下に紹介す

る諸活動についても組織立っていないものが多

い。継続的に行うべきものであるからこそ、Ｎ

ＩＥの活動を認知してもらい、組織的な活動へ

とつなげていきたい。 

【実践の目標】 

１ 新聞を通し、生徒の社会への関心、読解

力、思考力・判断力、表現力を育成する。 

２ 生徒が自発的に新聞を調べ、進路目標の

設定および達成に資するものとする。 

３ 学年、教科、図書館等の連携の取れた組

織体制を構築する。 

２．実践事例 

（１）ＮＩＥコーナーの設置 

中央階段１階と２階の踊り場壁面に設置して

いる。生徒の多くはここを通って教室に向かう

ため、足を止めて見ている生徒も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階段踊り場のＮＩＥコーナー 

 

①６紙の各１面（平日の朝、コピーしたものを

掲示）、②生徒の活動が載った記事の切り抜き

「舞鶴魂の体現」、③コラムの比べ読みプリント、

以上三つを常時設置している。） 

 

コラム読み比べ（読売・毎日・朝日・西日本・大分合同） 

 

新聞を通して考える 社会と自分 

～新聞を通してさまざまな文章に触れる機会の確保～ 

大分県立大分舞鶴高等学校 教諭 道中 聡  



（２）各種コンクールへの応募  

①いっしょに読もう！新聞コンクール 

 全国奨励賞１名、 

大分県ＮＩＥ推進協議会賞１名。 

 

（2020年 12月 30日付 大分合同新聞） 

 

②おおいた切り抜き新聞グランプリ 

 １月中旬に応募。 

 

 １年生全員に対し、①は夏季休業中課題、②

は冬季休業中課題として取り組ませた。どちら

も３００を超える数の作品を応募した。 

①については新聞を購読していない家庭への

配慮や読む記事の水準をそろえたいという意図

もあり、教員の方で 10種類程度の記事を準備し、

その中から選んでもいいし、自分で決めてもよ

いとした。 

②についてはＮＩＥ実践指定校が受けること

のできる年間購読を利用し、２カ月分ほどの新

聞を教室前廊下に設置し、自由に切り抜いてよ

いものとした。 

生徒によって取り組みの差はあるものの、お

おむね積極的に取り組んでいた。中にはこちら

が驚くようなクオリティーのものもあり、思考

の跡がうかがえた。 

 

（３）読売新聞への投書 

 読売新聞から依頼を受けて、同紙気流欄「Ｎ

ＩＥ投書編」への投書を行った。 

 「オンライン授業の賛否」というテーマで１

年生全員に現代文の授業の中で６００字程度の

小論文を書かせ、送付した。読売新聞の方で賛

成・反対それぞれから１編が選ばれ、１月 26

日付朝刊に掲載された。 

 小論文を書くことは授業内外でよく行ってい

るが、新聞に掲載される可能性があるというこ

とはモチベーションとして良かったようである。 

 

（2021年 1月 26日付 読売新聞） 

 

 



（４）現代文平日課題「新聞記事を読む」 

３学期から毎週水曜日に提出する課題として、

社説に書かれていることを簡単にまとめ、自分

の考えを書くというプリントを配布している。

生徒の負担を考え、５～10分程度で取り組める

ものとしている。小論文対策のほか、社説とい

う文体に慣れる、自分の考えをコンパクトにま

とめることなどを目的としている。提出された

ものは現代文担当者が目を通し、返却している。 

 

Ａ４サイズのプリント。大分合同の社説がサイズ的に丁度いい 

 

（５）ＳＳＨ普通科探究講座 

 本校はＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスク

ール）に指定されており、理数科が特に独自の

研究活動を行っているが、普通科においても探

究活動を行っている。１年次の１学期は「ＳＳ

Ｈ探究講座」と銘打ち、各教科で工夫を凝らし

た探究活動を行っている。国語の講座では「伝

える言葉」と題して、書き言葉のお手本ともい

える新聞記事を題材にして、どのようにすれば

伝えたいことを間違いなく、かつ読者の興味を

引くように記事を書くことができるのか？とい

うことを探究した。具体的には４時間の単元で、

新聞記事を読んで客観的文章の書き方を学び、

各自で興味のある話題について調べ、それを見

出しとともに記事にまとめるという活動を行っ

た。生徒は大変意欲的に取り組み、どのように

まとめるかの難しさを感じるとともに、見出し

やレイアウトに工夫を凝らしていた。 

 

 

 

３．実践の振り返りと今後の課題 

 本年度ＮＩＥ活動を主に行った 1年生にアン

ケートを実施した。（1月 25日実施） 

 

１．あなたは日頃、新聞（Web版を含む。ネッ

ト記事は含まない）をどの程度読んでいま

すか。最も近いものを一つ選んでください。 



 

毎日読む        ５．０％ 

1週間に２～３回   22．３％ 

1か月に２～３回   26．８％ 

1年に２～３回    26．０％ 

全く読まない      20．９％ 

 

２．あなたはＮＩＥの活動を通して、新聞に対

する興味関心や親しみが増しましたか。 

 

大変増した  ５．９％ 

やや増した  60．０％ 

変わらない  33．２％ 

やや減った  ０．１％ 

大変減った  ０．１％ 

 

３．あなたはＮＩＥの活動を通して、読む力や

書く力、考える力が増したと思いますか。 

 

とてもそう思う  ９．１％ 

ややそう思う   56．０％ 

変わらない    33．６％ 

あまり思わない  ０．１％ 

全く思わない   ０．１％ 

 

４．高校に入学してから新聞を活用した授業や

取り組みを通して多少なりともできるよう

になったと思えることは何ですか（複数回

答）。 

 

①時事問題を知る     56．８％ 

②語彙
ご い

力が身につく    40．５％ 

③文章を読むのが速くなる 35．９％ 

④文章を分かりやすく書く 22．７％ 

⑤情報を選択する     49．５％ 

⑥より深く思考する    32．７％ 

⑦自他の違いが分かる   14．１％ 

⑧視野が広がる      48．２％ 

⑨他者の話を聞き取る   10．５％ 

⑩なし          ２．３％ 

 

 上記のように半数程度の生徒が年間数回以下

しか新聞を読まない現状の中で、新聞を用いた

活動はある程度の効果を上げていることが分か

った。今後も新聞活用の機会を確保しつつ、学

校全体への取り組みへと波及させる工夫と体制

作りを行っていきたい。 
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■ 初めてオンライン開催を試行／ＮＩＥ実践研究会 

 教員の自主研究組織「大分県ＮＩＥ実践研究会」は本年度、新型コロナウイルス

感染防止のため８月まで活動の休止を余儀なくされました。研究会は９月 12 日、

半年ぶりに活動を再開。10月 10日

に大分市の大分合同新聞社で開い

た第 90 回研究会では初めてオンラ

インでの参加も受け入れました。県

教育センターの田邉玲子指導主事

兼課長補佐が講師となり、自分が暮

らす地域に関する記事の中から、

「心が温まる」と感じた記事を切り

抜き、台紙に貼り付けてオリジナル

の新聞を作りました。県内の教員５人と県外に住む教員志望の大学生らがオンライ

ンで参加。会場の参加者とビデオ会議システムを使って交流しました。臼杵市佐志

生小学校の永松芳恵教頭による実践報告もありました。 

 

■ ５人が活発に意見交換／第５回ＮＩＥ子ども会議 

 2016 年のＮＩＥ全国大会大分大会をきっかけに始まり、５回目を迎えた「ＮＩ

Ｅ子ども会議」が５月 13 日、大分市の大分合同新聞社で開かれました。県内の小

中学生と高校生５人が登壇。

「心に残ったＮＩＥの授業」や

「ＮＩＥで付いた力や役に立

ったこと」のほか、「新型コロ

ナウイルス感染拡大で学校生

活はどう変わったか」などにつ

いて、ＮＩＥアドバイザーの平

山立哉・大分市立津留小学校教

頭の司会で意見交換しました。

児童生徒は、コロナに関する情報を新聞から読み取って新しい生活習慣を考えたり、

給食時間の校内放送でその日気になった記事を発表するなどＮＩＥの取り組みを

発表。新聞活用によって「読む力や語彙力が付いた」「世の中の出来事がつながっ

ていることが分かった」などと話しました。 




